
県民の脱炭素行動に関するアンケート調査 

 

＜調査概要＞ 

「デカボえひめプロジェクト推進事業」の進捗指標を把握するため、県民の脱炭素行動に関する現状とプロ

ジェクト目標達成に係る数値取得を目的としたアンケート調査を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調査結果サマリ＞ 

愛媛県民の脱炭素行動実践度の現状について 

● 県民全体の行動実践度は 59.3%（KPI：75.0％） 

● プロジェクトを開始した令和６年度は、特に 30 代・40 代の行動実践度が低く課題とされていたが、

今回は全世代において行動実践度が大幅に増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査結果について 

⚫ 行動実践度（どの程度意識して脱炭素行動に取り組んでいるか）の増加に対し、平均脱炭素アクシ

ョン実践数は横ばい。昨年度の調査結果から「今取り組んでいることが脱炭素に貢献できているこ

とに気づいてもらう」という啓発方針を掲げており、本調査結果を踏まえると、意識と行動実践の

乖離が埋まりつつあると考えられる。 

⚫ 全体の「デカボ」の関与・認知度は 26.8%、「デカボ my スコア」の認知度は 16.8%と、前期末から

ほぼ横ばい。 

⚫ 脱炭素アクション阻害要因においては「取り組むべき理由や意味が分からないから」が 8.8 ポイン

ト減少したものの、「普段の生活の中で具体的に何をしたらいいか分からないから」がおよそ 3 割

で最も多く、前期末に引き続きトップの理由となっている。県民の行動実践は定着しつつあるが、

次年度以降、さらに実践度を高める為には、啓発だけでなく、県民一人ひとりが、日常生活におい

て、誰でも気軽に（何度も）実践できる機会を提供することで、行動変容回数を増やし、自然と習

慣化に繋げることが肝要と考えられる。 

  



 

 

＜参考：アンケート調査結果＞ 

Q1．脱炭素社会の実現に向けて取り組んでいくことはどの程度必要なことだと考えていますか？ 

 （脱炭素必要性理解度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2．脱炭素社会の実現に向けて、あなた自身が脱炭素につながる行動をしたいと考えていますか？ 

（行動実践意向度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3．普段の生活の中で、どの程度意識して、脱炭素社会に向けた行動をしていますか？ 

（行動実践度） 

 


